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(57)【要約】

【課題】ユーザーの手を煩わせることなく、ネットワー

クＮＷに対応していない内部機器に関する識別情報を付

与する。

【解決手段】情報処理装置１は、外部装置１００とネッ

トワークＮＷを介して通信可能であり、CPU１６を有す

るCPUボード１０と、CPUボード１０とネットワークＮＷ

とは異なる通信方式で通信可能であり、USBデバイスデ

ィスクリプターを有する内部機器であるプリンター２０

と、を備え、CPU１６は、プリンター２０からUSBデバイ

スディスクリプターを取得し、取得したUSBデバイスデ

ィスクリプターに基づいてプリンター２０に対応する識

別情報を生成し、外部装置１００からプリンター２０に

対する照会要求を受信すると、生成した識別情報を示す

第１応答情報を外部装置１００に送信する。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】

【 請 求 項 １ 】

　 外 部 装 置 と ネ ッ ト ワ ー ク を 介 し て 通 信 可 能 で あ り 、 制 御 部 を 有 す る 制 御 機 器 と 、

　 前 記 制 御 機 器 と 前 記 ネ ッ ト ワ ー ク と は 異 な る 通 信 方 式 で 通 信 可 能 で あ り 、 機 器 情 報 を 有

す る 内 部 機 器 と 、 を 備 え 、

　 前 記 制 御 部 は 、

　 前 記 内 部 機 器 か ら 前 記 機 器 情 報 を 取 得 し 、 取 得 し た 前 記 機 器 情 報 に 基 づ い て 前 記 内 部 機

器 に 対 応 す る 識 別 情 報 を 生 成 し 、

　 前 記 ネ ッ ト ワ ー ク を 介 し て 、 前 記 外 部 装 置 か ら 前 記 内 部 機 器 に 対 す る 照 会 要 求 を 受 信 す

る と 、 生 成 し た 前 記 識 別 情 報 を 示 す 第 １ 応 答 情 報 を 前 記 外 部 装 置 に 送 信 す る こ と を 特 徴 と

す る 情 報 処 理 装 置 。

【 請 求 項 ２ 】

　 前 記 制 御 機 器 は 、 BIOSの 設 定 値 が 記 憶 さ れ る 第 １ 記 憶 部 を 有 し 、

　 前 記 制 御 部 は 、 生 成 し た 前 記 識 別 情 報 を 前 記 第 １ 記 憶 部 に 記 憶 さ せ る こ と を 特 徴 と す る

請 求 項 １ に 記 載 の 情 報 処 理 装 置 。

【 請 求 項 ３ 】

　 前 記 第 １ 記 憶 部 と は 異 な る 第 ２ 記 憶 部 を 備 え 、

　 前 記 制 御 部 は 、

　 所 定 の 通 信 プ ロ ト コ ル に 基 づ く 通 信 を 実 現 す る た め の 通 信 プ ロ グ ラ ム を 、 前 記 第 ２ 記 憶

部 か ら 読 み 出 し て 実 行 し 、

　 前 記 ネ ッ ト ワ ー ク を 介 し て 、 前 記 外 部 装 置 か ら 前 記 内 部 機 器 に 対 す る 通 信 要 求 を 受 信 す

る と 、 前 記 第 １ 記 憶 部 に 記 憶 さ れ て い る 前 記 識 別 情 報 を 前 記 所 定 の 通 信 プ ロ ト コ ル で 利 用

可 能 な 形 式 の 第 ２ 応 答 情 報 に 変 換 し 、 前 記 第 ２ 応 答 情 報 を 前 記 外 部 装 置 に 送 信 す る こ と を

特 徴 と す る 請 求 項 ２ に 記 載 の 情 報 処 理 装 置 。

【 請 求 項 ４ 】

　 前 記 制 御 機 器 と 前 記 内 部 機 器 の 間 の 通 信 方 式 は USB通 信 規 格 に 対 応 し た も の で あ り 、

　 前 記 内 部 機 器 は 、 USB機 器 で あ り 、

　 前 記 機 器 情 報 は 、 USBデ バ イ ス デ ィ ス ク リ プ タ ー で あ り 、

　 前 記 通 信 プ ロ グ ラ ム は 、 SMBIOSプ ロ グ ラ ム お よ び SNMPエ ー ジ ェ ン ト プ ロ グ ラ ム の 少 な く

と も 一 方 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ に 記 載 の 情 報 処 理 装 置 。

【 請 求 項 ５ 】

　 前 記 制 御 部 は 、

　 少 な く と も 、 前 記 制 御 機 器 の 初 回 起 動 時 に 、 前 記 識 別 情 報 を 生 成 す る こ と を 特 徴 と す る

請 求 項 １ な い し ４ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 情 報 処 理 装 置 。

【 請 求 項 ６ 】

　 前 記 制 御 部 は 、

　 前 記 制 御 機 器 の 起 動 時 に 、 前 記 第 １ 記 憶 部 に 前 記 識 別 情 報 が 記 憶 さ れ て い る か 否 か を 判

別 し 、 前 記 第 １ 記 憶 部 に 前 記 識 別 情 報 が 記 憶 さ れ て い な い と 判 定 し た 場 合 、 前 記 識 別 情 報

を 生 成 し 、 前 記 第 １ 記 憶 部 に 前 記 識 別 情 報 が 記 憶 さ れ て い る と 判 定 し た 場 合 、 前 記 機 器 情

報 を 生 成 し な い こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ な い し ４ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 情 報 処 理 装 置

。

【 請 求 項 ７ 】

　 前 記 内 部 機 器 は 、 印 刷 機 構 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ な い し ６ の い ず れ か １ 項

に 記 載 の 情 報 処 理 装 置 。

【 請 求 項 ８ 】

　 外 部 装 置 と ネ ッ ト ワ ー ク を 介 し て 通 信 可 能 で あ り 、 制 御 部 を 有 す る 制 御 機 器 と 、

　 前 記 制 御 機 器 と 前 記 ネ ッ ト ワ ー ク と は 異 な る 通 信 方 式 で 通 信 可 能 で あ り 、 機 器 情 報 を 有

す る 内 部 機 器 と 、 を 備 え た 情 報 処 理 装 置 の 制 御 方 法 で あ っ て 、

　 前 記 内 部 機 器 か ら 前 記 機 器 情 報 を 取 得 し 、 取 得 し た 前 記 機 器 情 報 に 基 づ い て 前 記 内 部 機

器 に 対 応 す る 識 別 情 報 を 生 成 し 、
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　 前 記 ネ ッ ト ワ ー ク を 介 し て 、 前 記 外 部 装 置 か ら 前 記 内 部 機 器 に 対 す る 照 会 要 求 を 受 信 す

る と 、 生 成 し た 前 記 識 別 情 報 を 示 す 第 １ 応 答 情 報 を 前 記 外 部 装 置 に 送 信 す る こ と を 特 徴 と

す る 情 報 処 理 装 置 の 制 御 方 法 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】

【 ０ ０ ０ １ 】

　 本 発 明 は 、 外 部 装 置 と ネ ッ ト ワ ー ク を 介 し て 接 続 可 能 な 情 報 処 理 装 置 お よ び 情 報 処 理 装

置 の 制 御 方 法 に 関 す る 。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

　 特 許 文 献 １ に は 、 複 数 台 の USB機 器 と 接 続 さ れ る と 共 に 、 ネ ッ ト ワ ー ク を 介 し て PCと 接

続 さ れ た デ バ イ ス サ ー バ ー で あ っ て 、 USB機 器 が シ リ ア ル 番 号 を 備 え て い な い 場 合 、 デ バ

イ ス サ ー バ ー の デ バ イ ス サ ー バ ー 情 報 と 、 デ バ イ ス サ ー バ ー と USB機 器 を 接 続 す る イ ン タ

ー フ ェ ー ス 情 報 と 、 USB機 器 の 機 器 情 報 と 、 に 基 づ い て 、 USB機 器 の 識 別 情 報 を 生 成 す る 技

術 が 開 示 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ０ ３ 】

　 一 方 、 ネ ッ ト ワ ー ク 通 信 に 対 応 し て い な い USB機 器 等 の 内 部 機 器 を 、 外 部 装 置 か ら ネ ッ

ト ワ ー ク を 介 し て 制 御 す る 方 法 と し て 、 CPUボ ー ド 等 の 制 御 機 器 を 、 外 部 装 置 と 内 部 機 器

と の 間 に 介 在 さ せ る 方 法 が 知 ら れ て い る 。

【 先 行 技 術 文 献 】

【 特 許 文 献 】

【 ０ ０ ０ ４ 】

【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ １ ３ － １ ０ ９ ４ ６ ６ 号 公 報

【 発 明 の 概 要 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ ０ ５ 】

　 ネ ッ ト ワ ー ク 通 信 に 対 応 し て い な い 内 部 機 器 を 、 外 部 装 置 か ら ネ ッ ト ワ ー ク を 介 し て 制

御 す る 場 合 、 内 部 機 器 に 対 応 す る 識 別 情 報 を 制 御 機 器 に 付 与 す る 必 要 が あ る 。 特 許 文 献 １

の 技 術 で は 、 内 部 機 器 に 識 別 情 報 を 付 与 す る こ と は で き る が 、 制 御 機 器 に 、 内 部 機 器 に 対

応 す る 識 別 情 報 を 付 与 す る こ と は で き な い 。 も ち ろ ん 、 ユ ー ザ ー が 手 入 力 に よ り 、 内 部 機

器 に 対 応 す る 識 別 情 報 を 制 御 機 器 に 付 与 す る こ と も 考 え ら れ る が 、 手 間 が か か る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ ０ ６ 】

　 本 発 明 の 情 報 処 理 装 置 は 、 外 部 装 置 と ネ ッ ト ワ ー ク を 介 し て 通 信 可 能 で あ り 、 制 御 部 を

有 す る 制 御 機 器 と 、 制 御 機 器 と ネ ッ ト ワ ー ク と は 異 な る 通 信 方 式 で 通 信 可 能 で あ り 、 機 器

情 報 を 有 す る 内 部 機 器 と 、 を 備 え 、 制 御 部 は 、 内 部 機 器 か ら 機 器 情 報 を 取 得 し 、 取 得 し た

機 器 情 報 に 基 づ い て 内 部 機 器 に 対 応 す る 識 別 情 報 生 成 し 、 ネ ッ ト ワ ー ク を 介 し て 、 外 部 装

置 か ら 内 部 機 器 に 対 す る 照 会 要 求 を 受 信 す る と 、 生 成 し た 識 別 情 報 を 示 す 第 １ 応 答 情 報 を

外 部 装 置 に 送 信 す る 。

【 ０ ０ ０ ７ 】

　 本 発 明 の 情 報 処 理 装 置 の 制 御 方 法 は 、 外 部 装 置 と ネ ッ ト ワ ー ク を 介 し て 通 信 可 能 で あ り

、 制 御 部 を 有 す る 制 御 機 器 と 、 制 御 機 器 と ネ ッ ト ワ ー ク と は 異 な る 通 信 方 式 で 通 信 可 能 で

あ り 、 機 器 情 報 を 有 す る 内 部 機 器 と 、 を 備 え た 情 報 処 理 装 置 の 制 御 方 法 で あ っ て 、 内 部 機

器 か ら 機 器 情 報 を 取 得 し 、 取 得 し た 機 器 情 報 に 基 づ い て 内 部 機 器 に 対 応 す る 識 別 情 報 を 生

成 し 、 ネ ッ ト ワ ー ク を 介 し て 、 外 部 装 置 か ら 内 部 機 器 に 対 す る 照 会 要 求 を 受 信 す る と 、 生

成 し た 識 別 情 報 を 示 す 第 １ 応 答 情 報 を 外 部 装 置 に 送 信 す る 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ ０ ８ 】

【 図 １ 】 ネ ッ ト ワ ー ク シ ス テ ム の ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。

【 図 ２ 】 BIOSメ ニ ュ ー の 一 例 を 示 す 図 で あ る 。
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【 図 ３ 】 BIOS処 理 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。

【 図 ４ 】 図 ３ に 続 く フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。

【 図 ５ 】 Auto Fill処 理 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。

【 図 ６ 】 図 ５ に 続 く フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。

【 図 ７ 】 第 １ 応 答 処 理 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。

【 図 ８ 】 第 ２ 応 答 処 理 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。

【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】

【 ０ ０ ０ ９ 】

　 以 下 、 一 実 施 形 態 に 係 る 情 報 処 理 装 置 お よ び 情 報 処 理 装 置 の 制 御 方 法 に つ い て 、 添 付 図

面 を 参 照 し て 説 明 す る 。 図 １ は 、 ネ ッ ト ワ ー ク シ ス テ ム Ｓ Ｙ の ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。 ネ ッ ト

ワ ー ク シ ス テ ム Ｓ Ｙ は 、 情 報 処 理 装 置 １ と 、 ネ ッ ト ワ ー ク Ｎ Ｗ を 介 し て 情 報 処 理 装 置 １ と

接 続 さ れ た 外 部 装 置 １ ０ ０ と 、 を 備 え る 。

【 ０ ０ １ ０ 】

　 情 報 処 理 装 置 １ は 、 特 に 用 途 を 限 定 し な い が 、 例 え ば 、 会 計 処 理 を 行 う POS（ Point of 

Sale System） 端 末 と し て 機 能 す る 。 ま た 、 外 部 装 置 １ ０ ０ は 、 例 え ば 、 POS端 末 を 管 理 す

る POSサ ー バ ー と し て 機 能 す る 。 こ の 場 合 、 外 部 装 置 １ ０ ０ は 、 情 報 処 理 装 置 １ か ら 取 得

し た 会 計 情 報 に 基 づ い て 、 レ シ ー ト 印 刷 デ ー タ や ク ー ポ ン 印 刷 デ ー タ を 生 成 し 、 生 成 し た

こ れ ら の 印 刷 デ ー タ を 情 報 処 理 装 置 １ に 送 信 す る な ど の 処 理 を 行 う 。

【 ０ ０ １ １ 】

　 ネ ッ ト ワ ー ク Ｎ Ｗ は 、 例 え ば イ ン タ ー ネ ッ ト 網 で あ る 。 ま た 、 外 部 装 置 １ ０ ０ は 、 例 え

ば Webサ ー バ ー 装 置 、 PC（ Personal Computer） ま た は タ ブ レ ッ ト 端 末 で あ る 。

【 ０ ０ １ ２ 】

　 情 報 処 理 装 置 １ は 、 CPU（ Central Processing Unit） ボ ー ド １ ０ と 、 プ リ ン タ ー ２ ０ と

、 デ ィ ス プ レ ー ３ ０ と 、 キ ー ボ ー ド ４ ０ と 、 マ ウ ス ５ ０ と 、 HDD（ Hard Disk Drive） ６ ０

と 、 を 備 え る 。 CPUボ ー ド １ ０ は 、 「 制 御 機 器 」 の 一 例 で あ る 。 ま た 、 プ リ ン タ ー ２ ０ は

、 「 内 部 機 器 」 お よ び 「 USB機 器 」 の 一 例 で あ る 。 ま た 、 HDD６ ０ は 、 「 第 ２ 記 憶 部 」 の 一

例 で あ る 。 な お 、 情 報 処 理 装 置 １ の プ リ ン タ ー ２ ０ 以 外 の 構 成 、 す な わ ち 、 CPUボ ー ド １

０ 、 デ ィ ス プ レ ー ３ ０ 、 キ ー ボ ー ド ４ ０ 、 マ ウ ス ５ ０ お よ び HDD６ ０ は 、 例 え ば PCで あ る

。

【 ０ ０ １ ３ 】

　 プ リ ン タ ー ２ ０ は 、 例 え ば 、 レ シ ー ト や ク ー ポ ン を 印 刷 す る レ シ ー ト プ リ ン タ ー で あ る

。 ま た 、 プ リ ン タ ー ２ ０ は 、 ネ ッ ト ワ ー ク 通 信 に 対 応 し て い な い こ と を 前 提 と す る 。 本 実

施 形 態 の ネ ッ ト ワ ー ク シ ス テ ム Ｓ Ｙ は 、 こ の プ リ ン タ ー ２ ０ を 外 部 装 置 １ ０ ０ か ら 制 御 す

る た め 、 プ リ ン タ ー ２ ０ と 外 部 装 置 １ ０ ０ と の 間 に CPUボ ー ド １ ０ を 介 在 さ せ た 構 成 と な

っ て い る 。

【 ０ ０ １ ４ 】

　 CPUボ ー ド １ ０ は 、 第 １ USBポ ー ト １ １ と 、 USBコ ン ト ロ ー ラ ー １ ２ と 、 ネ ッ ト ワ ー ク ポ

ー ト １ ３ と 、 ネ ッ ト ワ ー ク コ ン ト ロ ー ラ ー １ ４ と 、 第 １ フ ラ ッ シ ュ メ モ リ ー １ ５ と 、 CPU

１ ６ （ プ ロ セ ッ サ ー ） と 、 を 備 え る 。 第 １ フ ラ ッ シ ュ メ モ リ ー １ ５ は 、 「 第 １ 記 憶 部 」 の

一 例 で あ る 。 ま た 、 CPU１ ６ は 、 「 制 御 部 」 の 一 例 で あ る 。 な お 、 図 １ に お い て 、 ネ ッ ト

ワ ー ク ポ ー ト １ ３ は 、 「 NWポ ー ト 」 と 表 記 し 、 ネ ッ ト ワ ー ク コ ン ト ロ ー ラ ー １ ４ は 、 「 NW

コ ン ト ロ ー ラ ー 」 と 表 記 す る 。

【 ０ ０ １ ５ 】

　 第 １ USBポ ー ト １ １ は 、 CPUボ ー ド １ ０ が プ リ ン タ ー ２ ０ と USB通 信 を 行 う た め の ポ ー ト

で あ る 。 第 １ USBポ ー ト １ １ は 、 プ リ ン タ ー ２ ０ の 第 ２ USBポ ー ト ２ １ と 接 続 さ れ る 。 つ ま

り 、 CPUボ ー ド １ ０ と プ リ ン タ ー ２ ０ の 間 の 通 信 方 式 は USB通 信 規 格 に 対 応 し た も の で あ る

。 USBコ ン ト ロ ー ラ ー １ ２ は 、 CPU１ ６ の 命 令 に 基 づ き 、 USB通 信 を 制 御 す る 。

【 ０ ０ １ ６ 】

　 ネ ッ ト ワ ー ク ポ ー ト １ ３ は 、 CPU１ ６ が 外 部 装 置 １ ０ ０ と ネ ッ ト ワ ー ク 通 信 を 行 う た め

の ポ ー ト で あ る 。 ネ ッ ト ワ ー ク ポ ー ト １ ３ は 、 外 部 装 置 １ ０ ０ の 不 図 示 の ネ ッ ト ワ ー ク ポ
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ー ト と 接 続 さ れ る 。 な お 、 CPUボ ー ド １ ０ と 外 部 装 置 １ ０ ０ は 、 SMNP（ Simple Network Ma

nagement Protocol） に 基 づ い て 通 信 が 行 わ れ る 。 SNMPは 、 「 所 定 の 通 信 プ ロ ト コ ル 」 の

一 例 で あ る 。 ネ ッ ト ワ ー ク コ ン ト ロ ー ラ ー １ ４ は 、 CPU１ ６ の 命 令 に 基 づ き 、 ネ ッ ト ワ ー

ク 通 信 を 制 御 す る 。 ネ ッ ト ワ ー ク コ ン ト ロ ー ラ ー １ ４ は 、 例 え ば ネ ッ ト ワ ー ク カ ー ド と し

て CPUボ ー ド １ ０ に 実 装 さ れ る 。

【 ０ ０ １ ７ 】

　 第 １ フ ラ ッ シ ュ メ モ リ ー １ ５ は 、 BIOS（ Basic Input / Output System） お よ び SMBIOS

情 報 を 記 憶 す る 。 BIOSは 、 CPUボ ー ド １ ０ の 起 動 時 に 実 行 さ れ る プ ロ グ ラ ム で あ る 。 CPU１

６ は 、 第 １ フ ラ ッ シ ュ メ モ リ ー １ ５ か ら BIOSを 読 み 出 し て 実 行 し 、 CPUボ ー ド １ ０ に 接 続

さ れ た 各 種 ハ ー ド ウ ェ ア の 初 期 化 や 、 HDD６ ０ 内 の OS（ Operating System） の 読 み 出 し お

よ び 起 動 、 な ど を 行 う 。

【 ０ ０ １ ８ 】

　 SMBIOS情 報 は 、 BIOS情 報 、 シ ス テ ム 情 報 お よ び UUID（ Universally Unique Identifier

） な ど 、 SMBIOSで 定 義 さ れ る 各 種 情 報 を 含 む 。 例 え ば 、 BIOS情 報 は 、 BIOSの 設 定 値 を 含 む

。 ま た 、 シ ス テ ム 情 報 は 、 プ リ ン タ ー ２ ０ に 対 応 す る 識 別 情 報 を 含 む 。 こ の 識 別 情 報 は 、

プ リ ン タ ー ２ ０ か ら 取 得 し た USBデ バ イ ス デ ィ ス ク リ プ タ ー を 用 い て 生 成 さ れ る 。 詳 細 に

つ い て は 、 後 述 す る 。

【 ０ ０ １ ９ 】

　 CPU１ ６ は 、 バ ス ７ ０ を 介 し て 、 デ ィ ス プ レ ー ３ ０ 、 キ ー ボ ー ド ４ ０ 、 マ ウ ス ５ ０ お よ

び HDD６ ０ と 接 続 さ れ 、 こ れ ら の ハ ー ド ウ ェ ア を 制 御 す る 。 ま た 、 CPU１ ６ は 、 こ れ ら の ハ

ー ド ウ ェ ア と 協 働 し て 、 BIOSの 起 動 に よ り 実 行 さ れ る BIOS処 理 や 、 プ リ ン タ ー ２ ０ お よ び

外 部 装 置 １ ０ ０ と の 通 信 処 理 な ど 、 各 種 処 理 を 制 御 す る 。

【 ０ ０ ２ ０ 】

　 プ リ ン タ ー ２ ０ は 、 第 ２ USBポ ー ト ２ １ と 、 プ リ ン タ ー エ ン ジ ン ２ ２ と 、 第 ２ フ ラ ッ シ

ュ メ モ リ ー ２ ３ と 、 CPU(プ ロ セ ッ サ ー )を 有 す る プ リ ン タ ー コ ン ト ロ ー ラ ー ２ ４ と 、 を 備

え る 。 第 ２ USBポ ー ト ２ １ は 、 プ リ ン タ ー ２ ０ が CPUボ ー ド １ ０ と USB通 信 を 行 う た め の ポ

ー ト で あ る 。 プ リ ン タ ー エ ン ジ ン ２ ２ は 、 印 刷 ヘ ッ ド 、 用 紙 搬 送 機 構 、 用 紙 切 断 機 構 な ど

の 印 刷 機 構 を 含 み 、 プ リ ン タ ー コ ン ト ロ ー ラ ー ２ ４ の 制 御 下 で 、 レ シ ー ト 用 紙 な ど の 印 刷

媒 体 に 印 刷 を 行 う 。

【 ０ ０ ２ １ 】

　 第 ２ フ ラ ッ シ ュ メ モ リ ー ２ ３ は 、 プ リ ン タ ー エ ン ジ ン ２ ２ を 制 御 す る フ ァ ー ム ウ ェ ア と

USBデ バ イ ス デ ィ ス ク リ プ タ ー を 記 憶 す る 。 USBデ バ イ ス デ ィ ス ク リ プ タ ー は 、 「 機 器 情 報

」 の 一 例 で あ る 。 USBデ バ イ ス デ ィ ス ク リ プ タ ー は 、 「 iManufacturer」 、 「 iProduct」 、

「 iSerial Number」 な ど を 含 む 。

【 ０ ０ ２ ２ 】

　 プ リ ン タ ー コ ン ト ロ ー ラ ー ２ ４ の CPUは 、 第 ２ フ ラ ッ シ ュ メ モ リ ー ２ ３ か ら フ ァ ー ム ウ

ェ ア を 読 み 出 し て 実 行 し 、 CPUボ ー ド １ ０ か ら の 印 刷 命 令 に し た が い 、 プ リ ン タ ー エ ン ジ

ン ２ ２ に 印 刷 を 実 行 さ せ る 。 ま た 、 プ リ ン タ ー コ ン ト ロ ー ラ ー ２ ４ は 、 CPUボ ー ド １ ０ か

ら の 情 報 要 求 に し た が い 、 第 ２ フ ラ ッ シ ュ メ モ リ ー ２ ３ に 記 憶 さ れ て い る USBデ バ イ ス デ

ィ ス ク リ プ タ ー を 読 み 出 し て 、 CPUボ ー ド １ ０ に 送 信 す る 。

【 ０ ０ ２ ３ 】

　 デ ィ ス プ レ ー ３ ０ は 、 BIOSメ ニ ュ ー Ｍ （ 図 ２ 参 照 ） な ど 、 各 種 情 報 を 表 示 す る 。 キ ー ボ

ー ド ４ ０ お よ び マ ウ ス ５ ０ は 、 BIOSメ ニ ュ ー Ｍ の 操 作 な ど 、 ユ ー ザ ー に よ る 各 種 操 作 に 用

い ら れ る 。

【 ０ ０ ２ ４ 】

　 HDD６ ０ は 、 OS、 SMBIOSプ ロ グ ラ ム お よ び SNMPエ ー ジ ェ ン ト プ ロ グ ラ ム を 記 憶 す る 。 SMB

IOSプ ロ グ ラ ム お よ び SNMPエ ー ジ ェ ン ト プ ロ グ ラ ム は 、 「 所 定 の 通 信 プ ロ ト コ ル に 基 づ く

通 信 を 実 現 す る た め の 通 信 プ ロ グ ラ ム 」 の 一 例 で あ る 。

【 ０ ０ ２ ５ 】

　 OSは 、 CPU１ ６ が 実 行 す る 基 本 ソ フ ト ウ ェ ア で あ る 。 SMBIOSプ ロ グ ラ ム は 、 CPU１ ６ が SM
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BIOS情 報 の 読 み 取 り や 書 き 込 み を 行 う た め に 用 い ら れ る 。 ま た 、 SNMPエ ー ジ ェ ン ト プ ロ グ

ラ ム は 、 CPU１ ６ が SNMPに 基 づ く ネ ッ ト ワ ー ク 通 信 を 行 う た め に 用 い ら れ る 。 な お 、 特 に

図 示 し な い が 、 外 部 装 置 １ ０ ０ に は 、 SNMPエ ー ジ ェ ン ト プ ロ グ ラ ム に 対 応 す る SNMPマ ネ ー

ジ ャ ー プ ロ グ ラ ム が 記 憶 さ れ る 。 外 部 装 置 １ ０ ０ は 、 こ の SNMPマ ネ ー ジ ャ ー プ ロ グ ラ ム に

よ り SNMPマ ネ ー ジ ャ ー と し て 機 能 し 、 SNMPエ ー ジ ェ ン ト と な る 情 報 処 理 装 置 １ を 管 理 す る

。

【 ０ ０ ２ ６ 】

　 上 記 の 構 成 に よ り 、 CPUボ ー ド １ ０ の CPU１ ６ は 、 BIOS処 理 の 一 部 と し て 実 行 さ れ る Auto

 fill処 理 （ 図 ５ お よ び 図 ６ 参 照 ） に お い て 、 プ リ ン タ ー ２ ０ に 対 し 、 USBデ バ イ ス デ ィ ス

ク リ プ タ ー を 要 求 す る 。 CPU１ ６ は 、 プ リ ン タ ー ２ ０ か ら 返 信 さ れ た USBデ バ イ ス デ ィ ス ク

リ プ タ ー を 、 第 １ フ ラ ッ シ ュ メ モ リ ー １ ５ の 所 定 の 記 憶 領 域 に 記 憶 す る 。 CPU１ ６ は 、 SMB

IOSプ ロ グ ラ ム を 用 い て 、 第 １ フ ラ ッ シ ュ メ モ リ ー １ ５ に 記 憶 さ れ た USBデ バ イ ス デ ィ ス ク

リ プ タ ー か ら 、 プ リ ン タ ー ２ ０ に 対 応 す る 識 別 情 報 を 生 成 し 、 SMBIOS情 報 の 一 部 と し て 記

憶 す る 。

【 ０ ０ ２ ７ 】

　 ま た 、 CPU１ ６ は 、 外 部 装 置 １ ０ ０ か ら プ リ ン タ ー ２ ０ に 対 す る 照 会 要 求 を 受 信 す る と

、 SMBIOS情 報 の 一 部 と し て 記 憶 さ れ て い る 識 別 情 報 を 示 す 第 １ 応 答 情 報 を 外 部 装 置 １ ０ ０

に 送 信 す る （ 図 ７ 参 照 ） 。 こ の 識 別 情 報 は 、 外 部 装 置 １ ０ ０ が 、 CPUボ ー ド １ ０ を 介 し て

プ リ ン タ ー ２ ０ を 制 御 す る た め に 必 要 な 情 報 で あ る 。 ま た 、 CPU１ ６ は 、 外 部 装 置 １ ０ ０

か ら プ リ ン タ ー ２ ０ に 対 す る 通 信 要 求 を 受 信 す る と 、 SMBIOS情 報 の 一 部 と し て 記 憶 さ れ て

い る 識 別 情 報 を 示 す 第 ２ 応 答 情 報 を 外 部 装 置 １ ０ ０ に 送 信 す る （ 図 ８ 参 照 ） 。

【 ０ ０ ２ ８ 】

　 ま た 、 CPU１ ６ は 、 外 部 装 置 １ ０ ０ か ら XML（ Extensible Markup Language） 形 式 の 印 刷

デ ー タ を 受 信 し た 場 合 、 XML形 式 の 印 刷 デ ー タ を 解 析 し て 、 プ リ ン タ ー ２ ０ の フ ァ ー ム ウ

ェ ア で 実 行 可 能 な 印 刷 命 令 で あ る 文 字 コ ー ド や 画 像 デ ー タ 、 コ マ ン ド に 変 換 す る 。 CPU１

６ は 、 変 換 後 の 印 刷 命 令 を 、 プ リ ン タ ー ２ ０ に 送 信 す る 。

【 ０ ０ ２ ９ 】

　 図 ２ は 、 BIOSメ ニ ュ ー Ｍ の 一 例 を 示 す 図 で あ る 。 BIOSメ ニ ュ ー Ｍ は 、 ユ ー ザ ー の 操 作 に

し た が っ て 、 デ ィ ス プ レ ー ３ ０ に 表 示 さ れ る 。 BIOSメ ニ ュ ー Ｍ は 、 SMBIOSメ ニ ュ ー Ｍ １ と

、 SMBIOS Auto fillメ ニ ュ ー Ｍ ２ と 、 を 含 む 。

【 ０ ０ ３ ０ 】

　 SMBIOSメ ニ ュ ー Ｍ １ は 、 Product Nameの 情 報 ８ １ と 、 Serial Numberの 情 報 ８ ２ と 、 UUI

Dの 情 報 ８ ３ と 、 を 表 示 す る 。 こ こ で 、 Product Nameの 情 報 ８ １ と 、 Serial Numberの 情 報

８ ２ が 、 プ リ ン タ ー ２ ０ に 対 応 す る 識 別 情 報 に 相 当 す る 。 ま た 、 UUIDの 情 報 ８ ３ は 、 ネ ッ

ト ワ ー ク コ ン ト ロ ー ラ ー １ ４ の MAC（ Media Access Control） ア ド レ ス を 用 い て 生 成 さ れ

る 情 報 で あ る 。

【 ０ ０ ３ １ 】

　 SMBIOS Auto fillメ ニ ュ ー Ｍ ２ は 、 Auto fill nowボ タ ン ８ ４ と 、 Auto fill on bootの

情 報 ８ ５ と 、 Target USB Portの 情 報 ８ ６ と 、 Product suffixの 情 報 ８ ７ と 、 S/N convers

ionの 情 報 ８ ８ と 、 を 表 示 す る 。

【 ０ ０ ３ ２ 】

　 Auto fill nowボ タ ン ８ ４ は 、 ユ ー ザ ー が 手 動 で Auto fill処 理 を 実 行 さ せ る 場 合 に 選 択

さ れ る ボ タ ン で あ る 。 Auto fill nowボ タ ン ８ ４ が 選 択 さ れ る と 、 SMBIOS情 報 が 更 新 さ れ

、 情 報 処 理 装 置 １ が 再 起 動 さ れ る 。

【 ０ ０ ３ ３ 】

　 Auto fill on bootの 情 報 ８ ５ と し て は 、 "Enabled"と "Disabled"の い ず れ か が 選 択 さ れ

る 。 "Enabled"が 選 択 さ れ た 場 合 、 所 定 の 条 件 を 満 た す と Auto fill処 理 を 実 行 す る 。 ま た

、 "Disabled"が 選 択 さ れ た 場 合 、 所 定 の 条 件 を 満 た す 場 合 で も Auto fill処 理 を 実 行 し な

い 。 所 定 の 条 件 と は 、 後 述 す る 図 ３ の Ｓ ０ ２ で Ｎ ｏ と な り 、 Ｓ ０ ３ で Ｙ ｅ ｓ と な る 条 件 で

あ る 。
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【 ０ ０ ３ ４ 】

　 Target USB Portの 情 報 ８ ６ は 、 第 １ USBポ ー ト １ １ の ポ ー ト 名 で あ る 。 Product suffix

の 情 報 ８ ７ は 、 識 別 情 報 の 一 部 と な る Product Nameの 情 報 ８ １ を 生 成 す る 際 の 接 尾 辞 で あ

る 。 例 え ば 、 CPU１ ６ は 、 プ リ ン タ ー ２ ０ か ら 取 得 し た USBデ バ イ ス デ ィ ス ク リ プ タ ー の 「

iProduct」 が 「 TM-T1234」 で あ る 場 合 で あ っ て 、 Product suffixの 情 報 ８ ７ が 「 -DT2」 の

場 合 、 「 iProduct」 の 後 に Product suffixの 情 報 ８ ７ を 付 加 し た 「 TM-T1234-DT2」 を 、 Pr

oduct Nameの 情 報 ８ １ と し て 生 成 す る 。

【 ０ ０ ３ ５ 】

　 S/N conversionの 情 報 ８ ８ と し て は 、 "Enabled"と "Disabled"の い ず れ か が 選 択 さ れ る

。 "Enabled"が 選 択 さ れ た 場 合 、 プ リ ン タ ー ２ ０ か ら 取 得 し た USBデ バ イ ス デ ィ ス ク リ プ タ

ー の 「 iSerial Number」 に 対 し シ リ ア ル 番 号 変 換 処 理 を 行 っ て 、 識 別 情 報 の 一 部 と な る Se

rial Numberの 情 報 ８ ２ を 生 成 す る 。 図 ２ の 例 で は 、 シ リ ア ル 番 号 変 換 処 理 が 行 わ れ た 場

合 を 示 し て い る 。 シ リ ア ル 番 号 変 換 処 理 は 、 所 定 の 変 換 規 則 に し た が っ て 、 USBデ バ イ ス

デ ィ ス ク リ プ タ ー の 「 iSerial Number」 を Serial Numberの 情 報 ８ ２ に 変 換 す る 。 ま た 、 S

/N conversionの 情 報 ８ ８ と し て "Disabled"が 選 択 さ れ た 場 合 、 USBデ バ イ ス デ ィ ス ク リ プ

タ ー の 「 iSerial Number」 に 対 し シ リ ア ル 番 号 変 換 処 理 を 行 う こ と な く 、 「 iSerial Numb

er」 を そ の ま ま Serial Numberの 情 報 ８ ２ と す る 。

【 ０ ０ ３ ６ 】

　 図 ３ お よ び 図 ４ は 、 BIOS処 理 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。 BIOS処 理 は 、 第 １ フ ラ ッ シ

ュ メ モ リ ー １ ５ に 記 憶 さ れ て い る BIOSに 基 づ い て 、 CPU１ ６ に よ り 実 行 さ れ る 処 理 で あ る

。 CPU１ ６ は 、 BIOSが 起 動 さ れ る と 、 Auto fill on bootの 情 報 ８ ５ が "Enabled"で あ る か

否 か を 判 別 す る （ Ｓ ０ １ ） 。 CPU１ ６ は 、 Auto fill on bootの 情 報 ８ ５ が "Enabled"で は

な い と 判 定 し た 場 合 （ Ｓ ０ １ ： Ｎ ｏ ） 、 Ｓ ０ ６ に 進 む 。

【 ０ ０ ３ ７ 】

　 CPU１ ６ は 、 Auto fill on bootの 情 報 ８ ５ が "Enabled"で あ る と 判 定 し た 場 合 （ Ｓ ０ １

： Ｙ ｅ ｓ ） 、 「 Auto fill loop guard flag」 が 設 定 さ れ て い る か 否 か を 判 別 す る （ Ｓ ０

２ ） 。 こ の 「 Auto fill loop guard flag」 は 、 Auto fill処 理 を 実 行 し て も 、 Product Na

meの 情 報 ８ １ と 、 Serial Numberの 情 報 ８ ２ が 空 文 字 列 （ 空 白 ） の 場 合 、 す な わ ち 、 こ れ

ら の 情 報 が 入 力 さ れ て い な い 状 態 の 場 合 に 無 限 ル ー プ と な る こ と を 防 ぐ た め の フ ラ グ で あ

る 。

【 ０ ０ ３ ８ 】

　 CPU１ ６ は 、 「 Auto fill loop guard flag」 が 設 定 さ れ て い る と 判 定 し た 場 合 （ Ｓ ０ ２

： Ｙ ｅ ｓ ） 、 Ｓ ０ ６ に 進 み 、 「 Auto fill loop guard flag」 が 設 定 さ れ て い な い と 判 定

し た 場 合 （ Ｓ ０ ２ ： Ｎ ｏ ） 、 Product Nameの 情 報 ８ １ と Serial Numberの 情 報 ８ ２ が い ず

れ も 空 文 字 列 で あ る か 否 か を 判 別 す る （ Ｓ ０ ３ ） 。 CPU１ ６ は 、 Product Nameの 情 報 ８ １

と Serial Numberの 情 報 ８ ２ が い ず れ も 空 文 字 列 で は な い と 判 定 し た 場 合 （ Ｓ ０ ３ ： Ｎ ｏ

） 、 す な わ ち Product Nameの 情 報 ８ １ と Serial Numberの 情 報 ８ ２ の 少 な く と も 一 方 が 入

力 さ れ た 状 態 で あ る と 判 定 し た 場 合 は 、 Ｓ ０ ６ に 進 む 。

【 ０ ０ ３ ９ 】

　 CPU１ ６ は 、 Product Nameの 情 報 ８ １ と Serial Numberの 情 報 ８ ２ が い ず れ も 空 文 字 列 で

あ る と 判 定 し た 場 合 （ Ｓ ０ ３ ： Ｙ ｅ ｓ ） 、 Auto fill処 理 （ 図 ５ お よ び 図 ６ 参 照 ） を 実 行

す る （ Ｓ ０ ４ ） 。 そ の 後 、 CPU１ ６ は 、 「 Auto fill loop guard flag」 を 設 定 し （ Ｓ ０ ５

） 、 Ｓ ０ １ に 戻 る 。

【 ０ ０ ４ ０ 】

　 図 ４ に 示 す よ う に 、 CPU１ ６ は 、 ユ ー ザ ー が BIOSメ ニ ュ ー Ｍ （ 図 ２ 参 照 ） を 表 示 す る た

め の 操 作 を 行 っ た か 否 か を 判 別 す る （ Ｓ ０ ６ ） 。 CPU１ ６ は 、 ユ ー ザ ー が BIOSメ ニ ュ ー Ｍ

を 表 示 す る た め の 操 作 を 行 っ て い な い と 判 定 し た 場 合 （ Ｓ ０ ６ ： Ｎ ｏ ） 、 BIOS処 理 を 終 了

す る 。 ま た 、 CPU１ ６ は 、 ユ ー ザ ー が BIOSメ ニ ュ ー Ｍ を 表 示 す る た め の 操 作 を 行 っ た と 判

定 し た 場 合 （ Ｓ ０ ６ ： Ｙ ｅ ｓ ） 、 BIOSメ ニ ュ ー Ｍ を 表 示 す る （ Ｓ ０ ７ ） 。

【 ０ ０ ４ １ 】
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　 CPU１ ６ は 、 BIOSメ ニ ュ ー Ｍ に お い て 、 ユ ー ザ ー が Auto fill nowボ タ ン ８ ４ を 選 択 し た

か 否 か を 判 別 す る （ Ｓ ０ ８ ） 。 CPU１ ６ は 、 ユ ー ザ ー が Auto fill nowボ タ ン ８ ４ を 選 択 し

た と 判 定 し た 場 合 （ Ｓ ０ ８ ： Ｙ ｅ ｓ ） 、 Auto fill処 理 を 実 行 し （ Ｓ ０ ９ ） 、 Ｓ ０ １ に 戻

る 。 ま た 、 CPU１ ６ は 、 ユ ー ザ ー が Auto fill nowボ タ ン ８ ４ を 選 択 し て い な い と 判 定 し た

場 合 （ Ｓ ０ ８ ： Ｎ ｏ ） 、 ユ ー ザ ー が SMBIOSメ ニ ュ ー Ｍ １ を 手 動 で 編 集 し た か 否 か を 判 別 す

る （ Ｓ １ ０ ） 。 CPU１ ６ は 、 ユ ー ザ ー が SMBIOSメ ニ ュ ー Ｍ １ を 手 動 で 編 集 し た と 判 定 し た

場 合 （ Ｓ １ ０ ： Ｙ ｅ ｓ ） 、 SMBIOS情 報 を 更 新 し て 情 報 処 理 装 置 １ を 再 起 動 し （ Ｓ １ １ ） 、

Ｓ １ ２ に 進 む 。

【 ０ ０ ４ ２ 】

　 CPU１ ６ は 、 ユ ー ザ ー が BIOSメ ニ ュ ー Ｍ を 終 了 す る た め の 操 作 を 行 っ た か 否 か を 判 別 し

（ Ｓ １ ２ ） 、 終 了 す る た め の 操 作 を 行 っ て い な い と 判 定 し た 場 合 は （ Ｓ １ ２ ： Ｎ ｏ ） 、 Ｓ

０ ８ に 戻 る 。 ま た 、 CPU１ ６ は 、 ユ ー ザ ー が BIOSメ ニ ュ ー Ｍ を 終 了 す る た め の 操 作 を 行 っ

た と 判 定 し た 場 合 は （ Ｓ １ ２ ： Ｙ ｅ ｓ ） 、 BIOSメ ニ ュ ー Ｍ を 終 了 し （ Ｓ １ ３ ） 、 BIOS処 理

を 終 了 す る 。 な お 、 CPU１ ６ は 、 BIOS処 理 の 終 了 後 、 OSを 起 動 す る 。

【 ０ ０ ４ ３ 】

　 図 ５ お よ び 図 ６ は 、 Auto fill処 理 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。 Auto fill処 理 は 、 図

３ の Ｓ ０ ４ お よ び 図 ４ の Ｓ ０ ９ に 相 当 す る サ ブ フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。 CPU１ ６ は 、 Auto 

fill処 理 を 開 始 す る と 、 Target USB Portの 値 を 取 得 し （ Ｓ ２ １ ） 、 プ リ ン タ ー ２ ０ が Tar

get USB Port、 す な わ ち 第 １ USBポ ー ト １ １ に 接 続 さ れ て い る か 否 か を 判 別 す る （ Ｓ ２ ２

） 。

【 ０ ０ ４ ４ 】

　 CPU１ ６ は 、 プ リ ン タ ー ２ ０ が Target USB Portに 接 続 さ れ て い な い と 判 定 し た 場 合 （ Ｓ

２ ２ ： Ｎ ｏ ） 、 Product Nameの 情 報 ８ １ と Serial Numberの 情 報 ８ ２ を 空 文 字 列 に し て （

Ｓ ２ ３ ） 、 Ｓ ３ ４ に 進 む 。 ま た 、 CPU１ ６ は 、 プ リ ン タ ー ２ ０ が Target USB Portに 接 続 さ

れ て い る と 判 定 し た 場 合 （ Ｓ ２ ２ ： Ｙ ｅ ｓ ） 、 USBデ バ イ ス デ ィ ス ク リ プ タ ー の 「 iProduc

t」 を 取 得 す る （ Ｓ ２ ４ ） 。

【 ０ ０ ４ ５ 】

　 CPU１ ６ は 、 USBデ バ イ ス デ ィ ス ク リ プ タ ー の 「 iProduct」 を 取 得 で き た か 否 か を 判 別 し

（ Ｓ ２ ５ ） 、 取 得 で き た と 判 定 し た 場 合 （ Ｓ ２ ５ ： Ｙ ｅ ｓ ） 、 「 iProduct」 の 後 に Produc

t suffixの 情 報 ８ ７ を 付 加 し 、 Product Nameの 情 報 ８ １ を 設 定 す る （ Ｓ ２ ６ ） 。 こ こ で 、

「 Product Nameの 情 報 ８ １ を 設 定 す る 」 と は 、 SMBIOSの デ ー タ 構 造 に Product Nameの 情 報

８ １ を 入 力 し 、 SNBIOS情 報 と し て 記 憶 さ せ る こ と を 意 味 す る 。 ま た 、 CPU１ ６ は 、 USBデ バ

イ ス デ ィ ス ク リ プ タ ー の 「 iProduct」 を 取 得 で き な か っ た と 判 定 し た 場 合 （ Ｓ ２ ５ ： Ｎ ｏ

） 、 Product suffixの 情 報 ８ ７ を 空 文 字 列 に す る （ Ｓ ２ ７ ） 。 な お 、 USBデ バ イ ス デ ィ ス

ク リ プ タ ー の 「 iProduct」 を 取 得 で き な い 場 合 と し て は 、 プ リ ン タ ー ２ ０ が 故 障 し て い る

場 合 や 、 プ リ ン タ ー ２ ０ に 「 iProduct」 が 記 憶 さ れ て い な い 場 合 、 な ど が 考 え ら れ る 。

【 ０ ０ ４ ６ 】

　 図 ６ に 示 す よ う に 、 CPU１ ６ は 、 Ｓ ２ ６ ま た は Ｓ ２ ７ の 後 、 USBデ バ イ ス デ ィ ス ク リ プ タ

ー の 「 iSerial Number」 を 取 得 す る （ Ｓ ２ ８ ） 。 CPU１ ６ は 、 USBデ バ イ ス デ ィ ス ク リ プ タ

ー の 「 iSerial Number」 を 取 得 で き た か 否 か を 判 別 し （ Ｓ ２ ９ ） 、 取 得 で き な か っ た と 判

定 し た 場 合 （ Ｓ ２ ９ ： Ｎ ｏ ） 、 Serial Numberの 情 報 ８ ２ を 空 文 字 列 に し （ Ｓ ３ ０ ） 、 Ｓ

３ ４ に 進 む 。 USBデ バ イ ス デ ィ ス ク リ プ タ ー の 「 iSerial Number」 を 取 得 で き な い 場 合 と

し て は 、 プ リ ン タ ー ２ ０ が 故 障 し て い る 場 合 や 、 プ リ ン タ ー ２ ０ に 「 iSerial Number」 が

記 憶 さ れ て い な い 場 合 、 な ど が 考 え ら れ る 。 ま た 、 CPU１ ６ は 、 USBデ バ イ ス デ ィ ス ク リ プ

タ ー の 「 iSerial Number」 を 取 得 で き た と 判 定 し た 場 合 （ Ｓ ２ ９ ： Ｙ ｅ ｓ ） 、 S/N conver

sionの 情 報 ８ ８ が "Enabled"で あ る か 否 か を 判 別 す る （ Ｓ ３ １ ） 。

【 ０ ０ ４ ７ 】

　 CPU１ ６ は 、 S/N conversionの 情 報 ８ ８ が "Enabled"で あ る と 判 定 し た 場 合 （ Ｓ ３ １ ： Ｙ

ｅ ｓ ） 、 プ リ ン タ ー ２ ０ か ら 取 得 し た USBデ バ イ ス デ ィ ス ク リ プ タ ー の 「 iSerial Number

」 に 対 し シ リ ア ル 番 号 変 換 処 理 を 行 い （ Ｓ ３ ２ ） 、 Serial Numberの 情 報 ８ ２ を 設 定 す る
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（ Ｓ ３ ３ ） 。 つ ま り 、 「 iSerial Number」 に 対 し て シ リ ア ル 番 号 変 換 処 理 を 行 っ た 情 報 を

、 SNBIOS情 報 の 一 部 と し て 記 憶 す る 。 ま た 、 CPU１ ６ は 、 S/N conversionの 情 報 ８ ８ が "En

abled"で は な い と 判 定 し た 場 合 （ Ｓ ３ １ ： Ｎ ｏ ） 、 「 iSerial Number」 に 対 し て シ リ ア ル

番 号 変 換 処 理 を 行 う こ と な く 、 Serial Numberの 情 報 ８ ２ を 設 定 す る （ Ｓ ３ ３ ） 。 つ ま り

、 USBデ バ イ ス デ ィ ス ク リ プ タ ー の 「 iSerial Number」 を 、 そ の ま ま SNBIOS情 報 の 一 部 と

し て 記 憶 す る 。 そ の 後 、 CPU１ ６ は 、 ネ ッ ト ワ ー ク コ ン ト ロ ー ラ ー １ ４ の MACア ド レ ス を 用

い て UUIDを 生 成 し 、 UUIDの 情 報 ８ ３ を 設 定 し て （ Ｓ ３ ４ ） 、 Auto fill処 理 を 終 了 す る 。

【 ０ ０ ４ ８ 】

　 図 ７ は 、 第 １ 応 答 処 理 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。 第 １ 応 答 処 理 は 、 図 ３ お よ び 図 ４

に 示 し た BIOS処 理 が 実 行 さ れ た 後 、 外 部 装 置 １ ０ ０ か ら の 照 会 要 求 に 基 づ い て 実 行 さ れ る

処 理 で あ る 。 こ こ で 、 「 照 会 要 求 」 と は 、 プ リ ン タ ー ２ ０ に 対 応 す る 識 別 情 報 の 送 信 要 求

を 意 味 す る 。 CPU１ ６ は 、 ネ ッ ト ワ ー ク Ｎ Ｗ を 介 し て 、 外 部 装 置 １ ０ ０ か ら プ リ ン タ ー ２

０ に 対 す る 照 会 要 求 を 受 信 す る と （ Ｓ ４ １ ： Ｙ ｅ ｓ ） 、 SMBIOSプ ロ グ ラ ム を 用 い て 、 第 １

フ ラ ッ シ ュ メ モ リ ー １ ５ か ら SMBIOS情 報 を 読 み 出 し 、 識 別 情 報 を 取 得 す る （ Ｓ ４ ２ ） 。 つ

ま り 、 CPU１ ６ は 、 識 別 情 報 と し て 、 Auto fill処 理 で 設 定 さ れ た Product Nameの 情 報 ８ １

お よ び Serial Numberの 情 報 ８ ２ を 取 得 す る 。

【 ０ ０ ４ ９ 】

　 ま た 、 CPU１ ６ は 、 SNMPエ ー ジ ェ ン ト プ ロ グ ラ ム を 用 い て 、 取 得 し た 識 別 情 報 を SNMPで

利 用 可 能 な 形 式 に 変 換 し 、 変 換 済 み 識 別 情 報 を 生 成 す る （ Ｓ ４ ３ ） 。 CPU１ ６ は 、 変 換 済

み 識 別 情 報 に 、 ヘ ッ ダ ー お よ び フ ッ タ ー を 付 加 し て 第 １ 応 答 情 報 を 生 成 し （ Ｓ ４ ４ ） 、 生

成 し た 第 １ 応 答 情 報 を 外 部 装 置 １ ０ ０ に 送 信 す る （ Ｓ ４ ５ ） 。 外 部 装 置 １ ０ ０ は 、 第 １ 応

答 情 報 を 受 信 し 、 プ リ ン タ ー ２ ０ に 対 応 す る 識 別 情 報 を 取 得 す る こ と で 、 以 後 、 プ リ ン タ

ー ２ ０ の 制 御 が 可 能 と な る 。

【 ０ ０ ５ ０ 】

　 図 ８ は 、 第 ２ 応 答 処 理 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。 第 ２ 応 答 処 理 は 、 図 ７ に 示 し た 第

１ 応 答 処 理 の 後 、 外 部 装 置 １ ０ ０ か ら の 通 信 要 求 に 基 づ い て 実 行 さ れ る 処 理 で あ る 。 CPU

１ ６ は 、 ネ ッ ト ワ ー ク Ｎ Ｗ を 介 し て 、 外 部 装 置 １ ０ ０ か ら プ リ ン タ ー ２ ０ の 通 信 要 求 を 受

信 す る と （ Ｓ ５ １ ： Ｙ ｅ ｓ ） 、 SMBIOSプ ロ グ ラ ム を 用 い て 、 第 １ フ ラ ッ シ ュ メ モ リ ー １ ５

か ら SMBIOS情 報 を 読 み 出 し 、 識 別 情 報 を 取 得 す る （ Ｓ ５ ２ ） 。 ま た 、 CPU１ ６ は 、 SNMPエ

ー ジ ェ ン ト プ ロ グ ラ ム を 用 い て 、 取 得 し た 識 別 情 報 を SNMPで 利 用 可 能 な 形 式 に 変 換 し 、 変

換 済 み 識 別 情 報 を 生 成 す る （ Ｓ ５ ３ ） 。 CPU１ ６ は 、 変 換 済 み 識 別 情 報 に 、 ヘ ッ ダ ー お よ

び フ ッ タ ー を 付 加 し て 第 ２ 応 答 情 報 を 生 成 し （ Ｓ ５ ４ ） 、 生 成 し た 第 ２ 応 答 情 報 を 外 部 装

置 １ ０ ０ に 送 信 す る （ Ｓ ５ ５ ） 。

【 ０ ０ ５ １ 】

　 以 上 説 明 し た と お り 、 本 実 施 形 態 に よ れ ば 、 ネ ッ ト ワ ー ク 通 信 に 対 応 し て お ら ず 、 情 報

処 理 装 置 １ の 内 部 に 収 納 さ れ 、 情 報 処 理 装 置 １ の 一 部 と し て 一 体 的 に 構 成 さ れ た プ リ ン タ

ー ２ ０ を 、 外 部 装 置 １ ０ ０ か ら ネ ッ ト ワ ー ク Ｎ Ｗ を 介 し て 制 御 す る 場 合 に お い て 、 CPUボ

ー ド １ ０ が 、 プ リ ン タ ー ２ ０ か ら 取 得 し た USBデ バ イ ス デ ィ ス ク リ プ タ ー に 基 づ い て 、 プ

リ ン タ ー ２ ０ に 対 応 す る 識 別 情 報 を 生 成 す る た め 、 ユ ー ザ ー の 手 を 煩 わ せ る こ と な く 、 CP

Uボ ー ド １ ０ に 識 別 情 報 を 付 与 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ５ ２ 】

　 ま た 、 BIOSの 設 定 値 が 記 憶 さ れ る 第 １ フ ラ ッ シ ュ メ モ リ ー １ ５ に 識 別 情 報 を 記 憶 さ せ る

た め 、 情 報 処 理 装 置 １ の OSが 変 更 さ れ た 場 合 で も 、 識 別 情 報 を 変 更 す る 必 要 が な い 。 ま た

、 HDD６ ０ に 識 別 情 報 を 記 憶 さ せ る と 、 HDD６ ０ が 取 り 外 さ れ た 場 合 に 識 別 情 報 を 付 与 し 直

す 必 要 が あ る が 、 第 １ フ ラ ッ シ ュ メ モ リ ー １ ５ に 識 別 情 報 を 記 憶 さ せ る た め 、 そ の よ う な

問 題 が な い 。

【 ０ ０ ５ ３ 】

　 ま た 、 第 １ フ ラ ッ シ ュ メ モ リ ー １ ５ に 識 別 情 報 を 記 憶 さ せ る た め 、 プ リ ン タ ー ２ ０ が CP

Uボ ー ド １ ０ に 接 続 さ れ て い な い 場 合 で も 、 外 部 装 置 １ ０ ０ に 応 答 す る こ と が で き る 。 ま

た 、 外 部 装 置 １ ０ ０ に 応 答 す る 際 は 、 SMBIOSプ ロ グ ラ ム を 用 い て SMBIOS情 報 を 読 み 出 し 、
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SNMPエ ー ジ ェ ン ト プ ロ グ ラ ム を 用 い て SNMPに 基 づ く 通 信 を 行 う た め 、 汎 用 の プ ロ グ ラ ム を

用 い て 本 実 施 形 態 を 実 現 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ５ ４ 】

　 ま た 、 CPUボ ー ド １ ０ は 、 第 １ フ ラ ッ シ ュ メ モ リ ー １ ５ に 識 別 情 報 が 記 憶 さ れ て い な い

と 判 定 し た 場 合 （ 図 ３ の Ｓ ０ ３ で Ｙ ｅ ｓ と 判 定 し た 場 合 ） に 、 Auto Fill処 理 を 実 行 し て

識 別 情 報 を 生 成 す る た め 、 CPUボ ー ド １ ０ の 初 回 起 動 時 や 、 ユ ー ザ ー が BIOSメ ニ ュ ー Ｍ で

意 図 的 に 識 別 情 報 を 削 除 し た 場 合 に 、 CPUボ ー ド １ ０ に 識 別 情 報 を 付 与 す る こ と が で き る

。 ま た 、 第 １ フ ラ ッ シ ュ メ モ リ ー １ ５ に 識 別 情 報 が 記 憶 さ れ て い る と 判 定 し た 場 合 は 、 Au

to Fill処 理 を 実 行 し な い た め 、 誤 っ て 識 別 情 報 が 変 更 さ れ る こ と が な い 。

【 ０ ０ ５ ５ 】

　 上 記 の 実 施 形 態 に よ ら ず 、 以 下 の 変 形 例 を 採 用 可 能 で あ る 。

　 ［ 変 形 例 １ ］

　 上 記 の 実 施 形 態 で は 、 CPUボ ー ド １ ０ が 生 成 し た 識 別 情 報 を 、 SMBIOS情 報 の 一 部 と し て

第 １ フ ラ ッ シ ュ メ モ リ ー １ ５ に 記 憶 し た が 、 SMBIOS情 報 以 外 の 情 報 を 識 別 情 報 と し て 記 憶

し て も よ い 。 例 え ば 、 SNMPの MIB情 報 を 識 別 情 報 と し て 記 憶 し て も よ い 。 こ の 場 合 、 MIB情

報 の sysDescrと し て 、 USBデ バ イ ス デ ィ ス ク リ プ タ ー の 「 iProduct」 に 、 Product suffix

の 情 報 ８ ７ を 付 加 し た 情 報 を 記 憶 し 、 MIB情 報 の chassisIdと し て 、 「 iSerial Number」 を

記 憶 し て も よ い 。

　 ま た 、 識 別 情 報 を 、 例 え ば HDD６ ０ な ど 、 第 １ フ ラ ッ シ ュ メ モ リ ー １ ５ 以 外 の 記 憶 装 置

に 記 憶 し て も よ い 。 ま た 、 識 別 情 報 を 記 憶 す る 記 憶 装 置 は 、 必 ず し も 情 報 処 理 装 置 １ 内 に

存 在 し な く て も よ く 、 CPUボ ー ド １ ０ が 通 信 可 能 な 装 置 内 に 存 在 し て も よ い 。

【 ０ ０ ５ ６ 】

　 ［ 変 形 例 ２ ］

　 上 記 の 実 施 形 態 で は 、 「 所 定 の 通 信 プ ロ ト コ ル に 基 づ く 通 信 を 実 現 す る た め の 通 信 プ ロ

グ ラ ム 」 と し て 、 SMBIOSプ ロ グ ラ ム お よ び SNMPエ ー ジ ェ ン ト プ ロ グ ラ ム を 例 示 し た が 、 必

ず し も 両 プ ロ グ ラ ム を 用 い る 必 要 は な い 。 例 え ば 、 HDD６ ０ に 記 憶 さ れ た OS上 で 動 作 す る

所 定 の ア プ リ ケ ー シ ョ ン プ ロ グ ラ ム に よ り 、 SMBIOS情 報 の 読 み 取 り お よ び 書 き 込 み を 行 っ

て も よ い 。 ま た 、 SNMP以 外 の 通 信 プ ロ ト コ ル を 用 い て 、 CPUボ ー ド １ ０ と 外 部 装 置 １ ０ ０

が 通 信 を 行 う 構 成 で も よ い 。

【 ０ ０ ５ ７ 】

　 ［ 変 形 例 ３ ］

　 ま た 、 上 記 の 実 施 形 態 で は 、 CPU１ ６ は 、 SMNPエ ー ジ ェ ン ト プ ロ グ ラ ム に 基 づ い て 、 SMB

IOS情 報 が 記 憶 さ れ て い る 記 憶 領 域 か ら 識 別 情 報 を 読 み 出 し た が 、 他 の 方 法 で 識 別 情 報 を

取 得 し て も よ い 。 例 え ば 、 CPU１ ６ は 、 第 １ フ ラ ッ シ ュ メ モ リ ー １ ５ の 所 定 の 記 憶 領 域 に

ア ク セ ス し て 、 USBデ バ イ ス デ ィ ス ク リ プ タ ー を 取 得 し 、 取 得 し た USBデ バ イ ス デ ィ ス ク リ

プ タ ー に 基 づ い て 識 別 情 報 を 生 成 し 、 生 成 し た 識 別 情 報 を 取 得 し て も よ い 。 つ ま り 、 CPU

１ ６ は 、 外 部 装 置 １ ０ ０ か ら 照 会 要 求 や 通 信 要 求 を 受 信 し た と き 、 一 次 情 報 と な る 所 定 の

記 憶 領 域 内 の USBデ バ イ ス デ ィ ス ク リ プ タ ー を 用 い て 識 別 情 報 を 生 成 し て も よ い し 、 二 次

情 報 と な る SMBIOS情 報 を 読 み 出 し て も よ い 。

【 ０ ０ ５ ８ 】

　 ［ 変 形 例 ４ ］

　 上 記 の 実 施 形 態 で は 、 USBデ バ イ ス デ ィ ス ク リ プ タ ー の 「 iProduct」 に 、 Product suffi

xの 情 報 ８ ７ を 付 加 し た Product Nameの 情 報 ８ １ と 、 「 iSerial Number」 に 基 づ く Serial 

Numberの 情 報 ８ ２ と 、 を 識 別 情 報 と し た が 、 識 別 情 報 の 生 成 ア ル ゴ リ ズ ム は 、 こ れ に 限 ら

な い 。 例 え ば 、 「 iProduct」 に 、 Product suffixの 情 報 ８ ７ と 、 「 iSerial Number」 と 、

を 付 加 し た 情 報 や 「 iManufacturer」 を 、 Product Nameの 情 報 ８ １ と し て も よ い 。 こ の よ

う に 、 USBデ バ イ ス デ ィ ス ク リ プ タ ー の 各 情 報 を 利 用 し 、 所 定 の 生 成 ア ル ゴ リ ズ ム に 基 づ

い て 、 識 別 情 報 を 生 成 し て も よ い 。

【 ０ ０ ５ ９ 】

　 ［ 変 形 例 ５ ］
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　 ま た 、 上 記 の 実 施 形 態 で は 、 BIOSを 用 い て 識 別 情 報 を 生 成 し た が 、 プ リ ン タ ー ２ ０ を 制

御 す る デ バ イ ス ド ラ イ バ ー な ど の ア プ リ ケ ー シ ョ ン プ ロ グ ラ ム を 用 い て 識 別 情 報 を 生 成 し

て も よ い 。 こ の 場 合 、 ア プ リ ケ ー シ ョ ン プ ロ グ ラ ム は 、 HDD６ ０ に 記 憶 さ れ る 。

【 ０ ０ ６ ０ 】

　 ［ 変 形 例 ６ ］

　 上 記 の 実 施 形 態 で は 、 CPUボ ー ド １ ０ と プ リ ン タ ー ２ ０ が 、 USB通 信 規 格 に 基 づ い て 通 信

す る 場 合 を 例 示 し た が 、 他 の 通 信 規 格 に 基 づ い て 通 信 す る 構 成 で も よ い 。 例 え ば 、 CPUボ

ー ド １ ０ と プ リ ン タ ー ２ ０ が 、 RS-232な ど の シ リ ア ル 通 信 規 格 に 基 づ い て 通 信 す る 構 成 で

も よ い 。

【 ０ ０ ６ １ 】

　 ［ 変 形 例 ７ ］

　 上 記 の 実 施 形 態 で は 、 「 内 部 機 器 」 と し て プ リ ン タ ー ２ ０ を 例 示 し た が 、 プ リ ン タ ー ２

０ に 限 ら ず 、 他 の 機 器 を 用 い て も よ い 。 例 え ば 、 情 報 処 理 装 置 １ が POS端 末 で あ る 場 合 、

ス キ ャ ナ ー 、 表 示 機 器 、 キ ー ボ ー ド 、 キ ャ ッ シ ュ ド ロ ワ ー な ど を 「 内 部 機 器 」 と し て 用 い

て も よ い 。 ま た 、 １ 台 の CPUボ ー ド １ ０ に 、 複 数 の 機 器 が 接 続 さ れ る 構 成 で も よ い 。

【 ０ ０ ６ ２ 】

　 ［ 変 形 例 ８ ］

　 上 記 の 実 施 形 態 で は 、 「 制 御 機 器 」 と し て CPUボ ー ド １ ０ を 例 示 し た が 、 CPUボ ー ド １ ０

に 限 ら ず 、 他 の 機 器 を 用 い て も よ い 。 例 え ば 、 各 種 集 積 回 路 や イ ン タ ー フ ェ ー ス ボ ー ド を

「 制 御 機 器 」 と し て 用 い て も よ い 。

【 ０ ０ ６ ３ 】

　 ［ 変 形 例 ９ ］

　 上 記 の 実 施 形 態 で は 、 CPU１ ６ は 、 第 １ フ ラ ッ シ ュ メ モ リ ー １ ５ に 識 別 情 報 が 記 憶 さ れ

て い な い と 判 定 し た 場 合 に 、 Auto Fill処 理 を 実 行 し て 識 別 情 報 を 生 成 し た が 、 CPUボ ー ド

１ ０ の 初 回 起 動 時 以 降 は 、 識 別 情 報 を 書 き 換 え 不 能 と し て も よ い 。

【 ０ ０ ６ ４ 】

　 ［ そ の 他 の 変 形 例 ］

　 上 記 の 各 実 施 形 態 お よ び 各 変 形 例 に 示 し た 情 報 処 理 装 置 １ の 各 処 理 を 実 行 す る 方 法 、 情

報 処 理 装 置 １ の 各 処 理 を 実 行 す る た め の プ ロ グ ラ ム 、 ま た そ の プ ロ グ ラ ム を 記 録 し た コ ン

ピ ュ ー タ ー 読 み 取 り 可 能 な 記 録 媒 体 も 、 発 明 の 権 利 範 囲 に 含 ま れ る 。 ま た 、 各 実 施 形 態 お

よ び 各 変 形 例 を 組 み 合 わ せ た 構 成 と し て も よ い 。 そ の 他 、 ハ ー ド ウ ェ ア と ソ フ ト ウ ェ ア の

協 業 に よ り 情 報 処 理 装 置 １ の 各 処 理 を 実 現 す る な ど 、 発 明 の 要 旨 を 逸 脱 し な い 範 囲 で 、 適

宜 変 更 が 可 能 で あ る 。

【 ０ ０ ６ ５ 】

　 ［ 付 記 ］

　 以 下 、 情 報 処 理 装 置 １ お よ び 情 報 処 理 装 置 １ の 制 御 方 法 に つ い て 付 記 す る 。

　 情 報 処 理 装 置 １ は 、 外 部 装 置 １ ０ ０ と ネ ッ ト ワ ー ク Ｎ Ｗ を 介 し て 通 信 可 能 で あ り 、 制 御

部 １ ６ を 有 す る 制 御 機 器 １ ０ と 、 制 御 機 器 １ ０ と ネ ッ ト ワ ー ク Ｎ Ｗ と は 異 な る 通 信 方 式 で

通 信 可 能 で あ り 、 機 器 情 報 を 有 す る 内 部 機 器 ２ ０ と 、 を 備 え 、 制 御 部 １ ６ は 、 内 部 機 器 ２

０ か ら 機 器 情 報 を 取 得 し 、 取 得 し た 機 器 情 報 に 基 づ い て 内 部 機 器 ２ ０ に 対 応 す る 識 別 情 報

を 生 成 し 、 ネ ッ ト ワ ー ク Ｎ Ｗ を 介 し て 、 外 部 装 置 １ ０ ０ か ら 内 部 機 器 ２ ０ に 対 す る 照 会 要

求 を 受 信 す る と 、 生 成 し た 識 別 情 報 を 示 す 第 １ 応 答 情 報 を 外 部 装 置 １ ０ ０ に 送 信 す る 。

【 ０ ０ ６ ６ 】

　 情 報 処 理 装 置 １ の 制 御 方 法 は 、 外 部 装 置 １ ０ ０ と ネ ッ ト ワ ー ク Ｎ Ｗ を 介 し て 通 信 可 能 で

あ り 、 制 御 部 １ ６ を 有 す る 制 御 機 器 １ ０ と 、 制 御 機 器 １ ０ と ネ ッ ト ワ ー ク Ｎ Ｗ を 介 さ ず 通

信 可 能 で あ り 、 機 器 情 報 を 有 す る 内 部 機 器 ２ ０ と 、 を 備 え た 情 報 処 理 装 置 １ の 制 御 方 法 で

あ っ て 、 内 部 機 器 ２ ０ か ら 機 器 情 報 を 取 得 し 、 取 得 し た 機 器 情 報 に 基 づ い て 内 部 機 器 ２ ０

に 対 応 す る 識 別 情 報 を 生 成 し 、 ネ ッ ト ワ ー ク Ｎ Ｗ を 介 し て 、 外 部 装 置 １ ０ ０ か ら 内 部 機 器

２ ０ に 対 す る 照 会 要 求 を 受 信 す る と 、 生 成 し た 識 別 情 報 を 示 す 第 １ 応 答 情 報 を 外 部 装 置 １

０ ０ に 送 信 す る 。
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【 ０ ０ ６ ７ 】

　 こ の 構 成 に よ れ ば 、 ネ ッ ト ワ ー ク 通 信 に 対 応 し て い な い 内 部 機 器 ２ ０ を 、 外 部 装 置 １ ０

０ か ら ネ ッ ト ワ ー ク Ｎ Ｗ を 介 し て 制 御 す る 場 合 に お い て 、 制 御 機 器 １ ０ が 、 内 部 機 器 ２ ０

か ら 取 得 し た 機 器 情 報 に 基 づ い て 、 内 部 機 器 ２ ０ に 対 応 す る 識 別 情 報 を 生 成 す る た め 、 ユ

ー ザ ー の 手 を 煩 わ せ る こ と な く 、 制 御 機 器 １ ０ に 識 別 情 報 を 付 与 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ６ ８ 】

　 上 記 の 情 報 処 理 装 置 １ に お い て 、 制 御 機 器 １ ０ は 、 BIOSの 設 定 値 が 記 憶 さ れ る 第 １ 記 憶

部 １ ５ を 有 し 、 制 御 部 １ ６ は 、 生 成 し た 識 別 情 報 を 第 １ 記 憶 部 １ ５ に 記 憶 さ せ る こ と が 好

ま し い 。

【 ０ ０ ６ ９ 】

　 こ の 構 成 に よ れ ば 、 BIOSの 設 定 値 が 記 憶 さ れ る 第 １ 記 憶 部 １ ５ に 識 別 情 報 を 記 憶 さ せ る

た め 、 情 報 処 理 装 置 １ の OSが 変 更 さ れ た 場 合 で も 、 識 別 情 報 を 変 更 す る 必 要 が な い 。 ま た

、 HDD６ ０ な ど 、 取 り 外 し 可 能 な 記 憶 装 置 に 識 別 情 報 を 記 憶 さ せ る と 、 記 憶 装 置 が 取 り 外

さ れ た 場 合 に 識 別 情 報 を 付 与 し 直 す 必 要 が あ る が 、 BIOSの 設 定 値 が 記 憶 さ れ る 第 １ 記 憶 部

１ ５ に 識 別 情 報 を 記 憶 さ せ る た め 、 そ の よ う な 問 題 が な い 。 ま た 、 制 御 機 器 １ ０ 内 に 識 別

情 報 を 記 憶 さ せ る た め 、 内 部 機 器 ２ ０ が 接 続 さ れ て い な い 場 合 で も 、 外 部 装 置 １ ０ ０ に 応

答 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ７ ０ 】

　 上 記 の 情 報 処 理 装 置 １ に お い て 、 第 １ 記 憶 部 １ ５ と は 異 な る 第 ２ 記 憶 部 ６ ０ を 備 え 、 制

御 部 １ ６ は 、 所 定 の 通 信 プ ロ ト コ ル に 基 づ く 通 信 を 実 現 す る た め の 通 信 プ ロ グ ラ ム を 、 第

２ 記 憶 部 ６ ０ か ら 読 み 出 し て 実 行 し 、 ネ ッ ト ワ ー ク Ｎ Ｗ を 介 し て 、 外 部 装 置 １ ０ ０ か ら 内

部 機 器 ２ ０ に 対 す る 通 信 要 求 を 受 信 す る と 、 第 １ 記 憶 部 １ ５ に 記 憶 さ れ て い る 識 別 情 報 を

所 定 の 通 信 プ ロ ト コ ル で 利 用 可 能 な 形 式 の 第 ２ 応 答 情 報 に 変 換 し 、 第 ２ 応 答 情 報 を 外 部 装

置 １ ０ ０ に 送 信 す る こ と が 好 ま し い 。

【 ０ ０ ７ １ 】

　 こ の 構 成 に よ れ ば 、 BIOSの 設 定 値 が 記 憶 さ れ る 第 １ 記 憶 部 １ ５ と は 異 な る 第 ２ 記 憶 部 ６

０ に 記 憶 さ れ て い る 通 信 プ ロ グ ラ ム を 用 い て 、 プ ロ ト コ ル 変 換 お よ び 外 部 装 置 １ ０ ０ と の

通 信 を 行 う こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、 使 用 す る 通 信 プ ロ グ ラ ム が 、 第 １ 記 憶 部 １ ５ に 記

憶 可 能 な も の に 制 約 さ れ る こ と が な い 。

【 ０ ０ ７ ２ 】

　 上 記 の 情 報 処 理 装 置 １ に お い て 、 制 御 機 器 １ ０ と 内 部 機 器 ２ ０ の 間 の 通 信 方 式 は USB通

信 規 格 に 対 応 し た も の で あ り 、 内 部 機 器 ２ ０ は 、 USB機 器 で あ り 、 機 器 情 報 は 、 USBデ バ イ

ス デ ィ ス ク リ プ タ ー で あ り 、 通 信 プ ロ グ ラ ム は 、 SMBIOSプ ロ グ ラ ム お よ び SNMPエ ー ジ ェ ン

ト プ ロ グ ラ ム の 少 な く と も 一 方 を 含 む こ と が 好 ま し い 。

【 ０ ０ ７ ３ 】

　 こ の 構 成 に よ れ ば 、 ネ ッ ト ワ ー ク 通 信 に 対 応 し て い な い USB機 器 を 、 外 部 装 置 １ ０ ０ か

ら ネ ッ ト ワ ー ク Ｎ Ｗ を 介 し て 制 御 す る こ と が で き る 。 ま た 、 制 御 機 器 １ ０ は 、 SMBIOSプ ロ

グ ラ ム お よ び SNMPエ ー ジ ェ ン ト プ ロ グ ラ ム の 少 な く と も 一 方 を 用 い て 、 外 部 装 置 １ ０ ０ に

第 ２ 応 答 情 報 を 送 信 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ７ ４ 】

　 上 記 の 情 報 処 理 装 置 １ に お い て 、 制 御 部 １ ６ は 、 少 な く と も 、 制 御 機 器 １ ０ の 初 回 起 動

時 に 、 識 別 情 報 を 生 成 す る こ と が 好 ま し い 。

【 ０ ０ ７ ５ 】

　 こ の 構 成 に よ れ ば 、 少 な く と も 、 制 御 機 器 １ ０ の 初 回 起 動 時 に 、 制 御 機 器 １ ０ に 識 別 情

報 を 付 与 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ７ ６ 】

　 上 記 の 情 報 処 理 装 置 １ に お い て 、 制 御 部 １ ６ は 、 制 御 機 器 １ ０ の 起 動 時 に 、 第 １ 記 憶 部

１ ５ に 識 別 情 報 が 記 憶 さ れ て い る か 否 か を 判 別 し 、 第 １ 記 憶 部 １ ５ に 識 別 情 報 が 記 憶 さ れ

て い な い と 判 定 し た 場 合 、 識 別 情 報 を 生 成 し 、 第 １ 記 憶 部 １ ５ に 識 別 情 報 が 記 憶 さ れ て い

る と 判 定 し た 場 合 、 機 器 情 報 を 生 成 し な い こ と が 好 ま し い 。
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【 ０ ０ ７ ７ 】

　 こ の 構 成 に よ れ ば 、 第 １ 記 憶 部 １ ５ に 識 別 情 報 が 記 憶 さ れ て い な い と 判 定 し た 場 合 に 、

識 別 情 報 を 生 成 す る た め 、 初 回 起 動 時 や 、 ユ ー ザ ー が 意 図 的 に 識 別 情 報 を 削 除 し た 場 合 に

、 制 御 機 器 １ ０ に 識 別 情 報 を 付 与 す る こ と が で き る 。 ま た 、 第 １ 記 憶 部 １ ５ に 識 別 情 報 が

記 憶 さ れ て い る と 判 定 し た 場 合 は 、 識 別 情 報 を 生 成 し な い た め 、 誤 っ て 識 別 情 報 が 変 更 さ

れ る こ と が な い 。

【 ０ ０ ７ ８ 】

　 上 記 の 情 報 処 理 装 置 １ に お い て 、 内 部 機 器 ２ ０ は 、 印 刷 機 構 ２ ２ を 有 す る こ と が 好 ま し

い 。

【 ０ ０ ７ ９ 】

　 こ の 構 成 に よ れ ば 、 内 部 機 器 ２ ０ と し て ネ ッ ト ワ ー ク Ｎ Ｗ に 対 応 し て い な い プ リ ン タ ー

２ ０ を 一 体 的 に 構 成 し た 情 報 処 理 装 置 １ に 適 応 で き る 。 外 部 装 置 １ ０ ０ か ら ネ ッ ト ワ ー ク

Ｎ Ｗ を 介 し て 情 報 処 理 装 置 １ に 印 刷 デ ー タ を 送 っ て 印 刷 す る こ と が で き る 。

【 符 号 の 説 明 】

【 ０ ０ ８ ０ 】

　 １ … 情 報 処 理 装 置 、 １ ０ … CPUボ ー ド 、 １ １ … 第 １ USBポ ー ト 、 １ ２ … USBコ ン ト ロ ー ラ

ー 、 １ ３ … ネ ッ ト ワ ー ク ポ ー ト 、 １ ４ … ネ ッ ト ワ ー ク コ ン ト ロ ー ラ ー 、 １ ５ … 第 １ フ ラ ッ

シ ュ メ モ リ ー 、 ２ ０ … プ リ ン タ ー 、 ２ １ … 第 ２ USBポ ー ト 、 ２ ２ … プ リ ン タ ー エ ン ジ ン 、

２ ３ … 第 ２ フ ラ ッ シ ュ メ モ リ ー 、 ２ ４ … プ リ ン タ ー コ ン ト ロ ー ラ ー 、 ３ ０ … デ ィ ス プ レ ー

、 ４ ０ … キ ー ボ ー ド 、 ５ ０ … マ ウ ス 、 ６ ０ … HDD、 ７ ０ … バ ス 。

【 図 １ 】 【 図 ２ 】

10

20



(14) JP  2020-35242  A   2020.3.5

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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